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第２１回大牟田市ほっとあんしんネットワーク模擬訓練 

実施要領 
 

【共催】大牟田市、大牟田市介護サービス事業者協議会 

 

 

 

 

１１月１０日（日） ８：３０～１１:００ 

 

 

 

 

 

平成１５年に一人暮らし高齢者の見守り、声掛け運動を行っていた駛馬南校

区で、高齢者の行方不明による死亡事故が発生。「なんとかせないかん」という

地域の声から、平成１６年に校区独自の模擬訓練が始まった。その後、訓練実

施区域が徐々に市内全域へ拡大し、校区ごとにネットワークが構築されてきた。

また、子どもの行方不明捜索にもこのネットワークが活用された実績から、対象

を認知症高齢者だけではなく子どもや障がい者等に広げる必要性が認識され、

平成２７年には、誰もが人として尊重され、安心して暮らせるまちづくりを推進す

る「認知症の人とともに暮らすまちづくり宣言 2015」を表明した。また、今後はあら

ゆる人の気持ちに寄り添えるネットワークにするため、訓練名を「大牟田市ほっと

あんしんネットワーク模擬訓練」へ変更した。 

平成３１年からは台風や豪雨災害、新型コロナウイルス感染症の影響により

全校区が参加することが厳しい状況が続き、令和５年度に久しぶりに全校区での

実施となった。誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりとは何か、改

めてみんなで考える必要がある。 

 

 

 

 

 

 

開催日 

模擬訓練の経緯 



- 2 - 

 

〈ほっとあんしんネットワークとは〉 

小学校校区のネットワークや近隣都市、市民等から構成されている。 

地域ぐるみ、隣近所、多職種連携により声かけ、見守り合いを行うことで、誰もが

住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを目指す。 

 

図１ 行方不明発生時（情報伝達）の例 

 

 

 

認知症の人を含め誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちをつくるた

めに、認知症への理解・啓発、見守りの重要性を多くの市民に広め、行方不明時

のセーフティネットとして機能するよう実施してきた。長年継続してきたことで、行

方不明発生時の早期発見・保護に一定の成果を上げている。 

一方で、模擬訓練に毎年参加していた住民が認知症になり、周囲からの多く

の気遣いなどによって地域行事に参加しなくなった事例もある。性格や価値観は

人それぞれであり、周囲の一方的な支援が生きづらさを生んでいることもある。ま

ずは本人の声を聞き、自分ごととしてともに考えていくことが大切である。あわせ

て、模擬訓練が年に一度開催するイベントとならないよう、改めて地域づくりにつ

いて考える機会にしたい。 

 

現状 
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『誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまち大牟田を目

指そう』 

①日頃からの見守り・声かけについて考える機会をもつ 

②命を守るためのセーフティネットを構築する 

 

「支える対象」として当事者とかかわる

まちづくりの「パートナー」として
当事者とかかわる

安心して暮らし
続けられるまち

これまで

日常の声かけをベースに、認知症であってもな
くても当たり前に暮らし続けることができる

いざという時に情報伝達や捜索をする

いざという時に情報伝達や捜索をするだけでは
なく、日頃から声かけし合う

これから

 

地域の力で高齢者、子ども、障がい者等の人の暮らしと命を守るため、本人と

の対話を通して「支える対象」としてだけでなく「パートナー」として日頃から関わ

り、ともに暮らし続けられる環境を作る。                                     

また、いざという時のための情報伝達・捜索機能を改めて点検し、改善に努め、

捜索の際の実効性の高い連絡網としての機能を高める。 

 

 

 

 

 

 

 
 

目標 
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〈誰もが安心して暮らせるまちとは〉 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

・日頃の生活の中で道がわからなくなった時、いざという時、 

あなたならどのような声かけをしてほしいですか？ 

・価値観は人それぞれです。本人の思いを聞いて一緒に考えてみましょ

う。 

本人の声はこちらから⇒ 

  

 

 

 

POINT 

※無断転載、コピー等二次利

用することはご遠慮ください。 

 

 

本人インタビュー 本人からのメッセージ 
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各団体・校区実行委員会では、開催日までに可能な限り、校区の実情に応じた

取り組みについて検討、実施する。 

(例) ・啓発活動（チラシ配布、のぼり旗の設置等） 

・愛情ねっと（メール）の加入促進 

・認知症サポーター養成講座の開催 

 

 

 

 

 

～実効性の高い SOS ネットワークの構築～ 

 

各校区において情報提供シートの発信～伝達完了までの流れを確認する。 

※校区独自の情報提供シートの使用も可。 

 

（１）警察より情報提供シートを発信 

 

①警察署⇒大牟田市福祉課⇒各校区拠点 

８：３０  ① 大牟田警察署より大牟田市福祉課に電話連絡 

 

② 大牟田市福祉課及び高齢者等 SOS ネットワーク関係団体

に情報提供シート着信（メール） 

 

③ 愛情ねっと・民児協その他へ FAX 送信 

 

○：○○ 情報提供シート着信確認（各校区拠点） 

  

②各校区拠点→連絡網最終着信者 

８：３０  各校区にて情報伝達訓練開始 

 

○：○○ 情報伝達完了確認 

 

当日のスケジュール（例） 

訓練当日までの事前準備 

情報伝達訓練 
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（２）警察より発見連絡シートを発信 

１１：００頃 ① 大牟田警察署より大牟田市福祉課に電話連絡 

 

② 大牟田市福祉課及び高齢者等 SOS ネットワーク関係団体

に発見連絡（メール） 

 

③ 愛情ねっと・民児協その他へ FAX 送信 

 

 

 

～認知症の人を地域で支え見守る意識醸成 

 

各校区において事前に検討した行動計画に基づき、声かけ・捜索活動を実

施。 

 

〈本部の模擬訓練について〉 

これまで同様、ルートは事前に公開しません。認知症基本法に「認知症

の人が基本的人権を持つ個人として、自らの意思で生活を営むこと」とあ

るように、本人が自力で目的地まで行けるよう、今年度は、外出役が当日

に行きたい場所を決め、その場所に向かって歩きます。 

情報提供シートを事前に公開しますので、各校区においては必要に応じ

て校区の声かけ訓練にご活用いただき、ダミー役等の準備をお願いしま

す。 

 

 

 

 

 所定の訓練実施報告シート（参加人数、情報伝達時間、訓練内容等）に従って

訓練内容を記載し、全体報告会において報告する。 

訓練後の振り返り 

声かけ訓練 


